開会挨拶（当財団　那珂理事長）
皆様こんにちは。本日はお忙しいところを、当財団主催のシンポジウムに多数ご参加いただきまして、誠にありがとうございます。また、このシンポジウムにご講演いただく坂村先生、野城先生を始め、各パネリストの方々にもご出席を賜りまして、厚く御礼申し上げます。

　さて、私どもの財団ベターリビングは、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、30年世に渡りまして、優良な住宅部品の開発、普及、その他住生活水準の向上に関するさまざまな活動を続けてまいりました。この間、住宅部品を始め、住宅に関するエンドユーザーの方々のからのいろいろな苦情や問い合わせ、相談などが、徐々に私どもへ寄せられるようになってまいりました。住宅紛争処理支援センターの前身である、住宅部品ＰＬセンターを十数年前に、私どもが設置致しました。そして、紛争処理センターができてからは、私どものなかには、住宅部品に関するお客様相談室を設置し、いろいろな消費者からの声を寄せていただいております。

　こういうエンドユーザーの方々からの問い合わせ、あるいは相談例はいろいろなものがございます。そのなかで一番、典型的なものは、使用方法がわからないこと。あるいは故障や不具合の時にどこに連絡していいのかわからない。そういった本来なら届くべきであるメーカーからの発信情報が流通過程に、あるいはエンドユーザーにきっちり届いていない。あるいは届いていたとしても、ユーザーの方の整理不足で必要な情報が見つからない。そういうことが多々あります。その一つ一つはあまり大したことはないのかもしれませんが、集積していくと、ずいぶん大きな事故、大きな問題が見過ごされているのではないか、と思うわけです。

　実際に近年、新聞やテレビを騒がせている住宅や建築に関する大きな事故が多発しております。建築材料の強度不足、あるいはアスベストの使用の問題、さらには暖房器具や、ごく最近では燃焼機器の事故、あるいは一昨年の建築の構造計算偽装問題。住宅や建築、あるいは設備、我々の生活に密着しているいろいろな分野での事故やトラブルが大きな社会問題になってきているのは、ご案内の通りでございます。

　また一方で、住宅を管理する立場の人からは、特に賃宅住宅が多いわけですが、住宅の設備については、一定の期間に定期点検、あるいは計画的な修繕が必要なわけです。これを経済的、効率的に進めようと思うと、やはり当初の施工情報、設計情報を含めた住宅管理情報というものが的確に住宅管理者の手元に把握されていなければなりません。しかし、これがなかなか、実際問題思うようにきちんと把握されている状況にはないというような悩みも、多く寄せられております。

　いろいろと申し上げましたが、こういう背景で、少しでもこういう問題の解決の一助になればと思います。後ほど、ご講演をいただきます坂村先生、野城先生、他の皆様のご指導を得ながら、この度、住宅部品のトレーサビリティ管理システムの構築とその運営に第一歩を踏み出すこととなりました。今日のシンポジウムは、このトレーサビリティ管理システムについてのご紹介、そして皆様に理解を深めていただくことと共に、我が国にとって貴重な社会的資産であるすべての住宅、住宅部品、一般の建築物が安全、安心で優良な社会的資産として、末永く使ってもらえるために、このようなシステムをどのように活用していけるのか。そういうことを皆様と一緒に考えていきたいと存じます。このシンポジウムに最後まで参加いただき、いろいろなご意見をお寄せいただければ幸いです。本日はどうもありがとうございます。

